
利用案内

開館時間 午前9時から午後4時30分まで。(特別展については入場

は4時まで)

休館日 ・毎週月曜日(ただし、月曜日が祝日・振替休日に当た

るときは開館し、翌日休館)

・年末年始12月26日へ1月4日

・臨時休館 9月10日一9月13口

10月1日へ10月4口

11月12日-11月15日

11月26日へ11月27日

・展示替え等のため必要があるとき。

入館料 無料(特別展のみ有料。ただし、 65歳以上の方、身体障

害者〔介護者を含む〕又は精神薄弱者、県民の日〔6月

15日〕に来館される方は観覧料が免除されます。)

団体見学 団体で来館されるときは、事前に御希望の連絡をいただ

ければ、館の概要や事業等のガイダンスをいたします。

お願い・展示品には手を触れないでください。

・他人に迷惑をかけぬよう、館内では静かに鑑賞してく

ださい。

・館国での写真駿影・模写は許可を受けてください。

・動物などを連れての鑑賞は御遠慮ください。

交通案内

JR総武線「千葉」駅下車園番バスのりばから「ポートタワー」行

「美術館・郵便局前」下車1分

J R京葉線「千葉みをと」駅下車8分

〈東京方面から〉東関東自動車道「湾岸習志野」 I.Cかち約20分

〈成田方面から〉京葉道路「犬川」 ICから約20分
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平成3年度事

常設収蔵作品展

業 案 内

英 国 水 彩 画 展 平成3年6別5日はト7月21帥)

水彩画の持つみずみずしさに魅せられるしJ本人は多く、特に英国水彩画は、明治以降の我が国の水彩画の発展に少なから
ず寄与しています。
英国水彩画は、カズンズ、ターナー、コンスタブル等に培われ、 19世紀中頃に黄金期を迎えよしだ。まだ、水彩画の透明

感と輝きは、壬「丁象派の誕生にも大きな彩響を与えだと言われています。

本展では、英国水彩画の有名なコレクターであるヒックマン・べイコンのコレクンニヤシをはじめ、フイツツウイリアム美
称J館所載の中からターナーやカズンズ等18-19世紀の代表的な英国水彩画家の作品を紹介します。

近代陶芸のモダニズム 平成3年1朗5日(土)一1喜別0日(日)

昭和2年帝尿第4部(美術工芸)の設置は、陶芸の近代化を促進する大きな契機となり、また同年、関東の周辺の陶芸家
によって組織きれた「栗岡会」は、従来の出口本、特に京都を中心とした陶芸界に対し、新鳳を吹き込むとともに優れだ陶
芸家たちを輩出し後の陶芸界の発展の、一翼を担いました。

丁-‾葉県においては、債中朝陽、宮之煤凍、土肥力泉、山本正生らがこれに参加し、本県陶芸界の基礎を築くとともに近代
陶芸の発展に大きな足跡を残しました。
本展では、戦前の 音束陶会」の陶芸家を中心に紹介するほが、明治時代にその活動の基礎を築いた陶芸家や、 「東陶会」と

同時仕に活躍した陶芸家の作品を併せて展示し、陶芸の近代化を下面鮎忍しま寸。

4月2日(火)…3月31日(灼

本館が所蔵すら「「本圃、洋画、彫刻、工芸、書、版画の中から、年間を奴期にわけ

て各テーマ等に基づき展覧するほか、新/手工二収蔵きれだ作品を紹介します。 (準備等

のだ高)問催されない期間や、開催期間中の展示苔があります。)

安藤信哉展 房総の美術家シi上ズ⑳ 7月27日(土ト9月8日(日)

房総J)美術家シリーズは、房総に生まれ、あるいは定住して、近作日本美術界にお

いて活粧し、美術振興のだ軌こ貢献した美子I酷くJ)再発見と顕彰をめざしています。

今年度は、夷隅郡大原田」に生まれ、日展や日本水彩面会展などて、活躍し、美術教育

にも力を注いだ洋画家の′如鮎言哉(1897へ1983)に焦点をあて、出演します。

第5固現代日本具象彫刻展 2即日は)…2月23日(日)

当成)」牛皮第上申丁展に引き続き、 「21世紀への飛蹄㍉∴を主題として、彫刻作品を全

回公具し、入賞・ノ\選作品を展覧するととい、二、現尺彫刻の動向の一端を紹介します。

第15回千葉県移動美術館
旭市民会館 10月30日㈱旬11月12日(火)

鴨川市民ギャラリー11月15日㈲(ノ11月25日(月)

優れた美術作品を、より多くの県民の方々に鑑賞していただくため、園丁本両、洋画、

彫刻、工芸、書、版画の各分野から館収赦作品を中心に県内2会場で聞催します。
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千葉県立美術館平面図

平成3年度展示室利用団体
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第19回千葉書壇秀抜・桁進展

第2軌可千葉県老人クラブ作品展

‾子葉市観光絵画と写真コンクール喪

第17回子ども造形展
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窮23回千葉両氏美術展

揮う9回書星教育部展
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※展覧会内容・日程については変更することがありますので、事前に、館あるいは主催者にお問い合わせくださいし


